
rHeart の樹j 上田久世 Artbility ※乙の作品は障害者アーテイストによる作品です

みんなでささえあう

あったかい地繊つ‘くり

お寄せいただいた募金は地域の福祉活動に使われます。

詳細は赤い羽根データベース「はねっとj でご覧になれます。

http:/ /www.tokyo・akaihane.oれjp

毎年12月に「共同募金運動J の一環として、地域の社会福祉協議会が中心となって実施しています。この運動は、戦後の混乱期に、市民のたす
けあいの精神により、生活に困窮する人々に対する物資の持ち寄り運動として始まりました。その後、時代や福祉課題の変化に応じながら、地域で

の安心・安全な暮らしを支えるための貴重な募金として、様々な取組みに活用されています。

孤立した高齢者を狙う悪徳商法や、子どもの安全を脅かす様々な事件。多発する地震などの自然災害。現在、地域の中には、公的なサービスや制

度だけでは解決されない問題が山積しています。大都市東京においても、改めて「地域のつながりj を再生させ、身近な地域で支えあう「地域の福

祉力j を高めていくことが求められています。歳末たすけあい運動にお寄せいただいた募金は、そのような地域に根ざした福祉活動を進めるために、

有効に使わせていただきます。



ξ自鋭部混趨
・みなさんからお寄せいただいた募金は、「地域福祉活動費J や「見舞金J として配分されます0
・ f地域福祉活動費J は、地域の生活課題に応じて、下記のような取組みに配分されます。

・ 「見舞金j は、寝たきり高齢者や認知症高齢者を自宅で介護される世帯や、支援を必要とする世帯なと、ヘ配分されます。

園地域の縁側として誰もが気軽に集まれる「ふれあい－いきいきサロンJ ・地域に根ざしたボランティア団体や福祉団体の行事や活動への助成

・小学生の登下校時やひとり暮5し高齢者への「見守り・声かけ活動J 園災害ボランティア養成講座など、地域住民を対象とした講座や研修会の開催

・町会・自治会単位など、小地域でのささえあい活動 ・生活上の困りごとを支えるきめ細かな在宅福祉サービスの展開 など

・平成 2 6 年度の東京全体の配分実績総額は5億2 565万円で、内訳は「見舞金j が9,516万円、「地域福祉
活動費j が 4 億3,049万円でした。区市町村ごとの募金の使いみちは、赤し1羽根データベース「はねつとj
(http://www.tokyo-akaihane.or.jp）で検索し1ただけます。
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・ひだまりサロン事業 （調布市社会福祉協議会）
f風が吹こうと雨が降ろうと来るわよ！ J と頼もしい声。
rooさんが来ないけれど、帰りに覗いてみょうかしら？ J と仲
間を思いやる声。
そんな声が飛び交う「ひだまりサロンj。会場は自治会・マンシヨ
ンの集会室や個人宅のリビング。
市内84力所の会場では、ボランティアさん手づくりのお食事や
健康体操、昔懐かしし1歌が大人気。どこも笑い声の絶えない個性
豊かな活動で、高齢者や障がい者など、地域住民の居場所・仲間
づくりの場として広がっています。
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・練馬乙ども笑店街 （練馬区社会福祉協議会）
練馬駅前の商店街を舞台に、子どもが、江戸時代をテーマにした
お仕事体験、まちあそびをするイベン卜を開催しています。江戸
時代の商い体験や、地元団体によるライブ等、子どもからお年寄
りまで、家族みんなで楽しめる多種多様な催しを行っています。
準備段階から区民親子向けの「小道具づくりワークショップj を
毎月開催し、多くの親子が参加しました。商店街や地域の団体、
住民が協力してイベン卜を作り上げていくことで地域への愛着が
深まり、子育てしやすいまちづくりヘ繋げていくきっかけつ、くり

になっています。

※地元団体によるライフ…キッズタンス、組太鼓・尺八、手品＆
紙芝居、殺陣、お手玉、けん玉、子ども落語など。

募金目標額・ 募金活動の実施
募金の配分

配分計画の決定（ 5 月） (12月 1 日～ 31 日）

あらかじめ配分計画を立て、必要な
目標額を定めます。

惨 募金協力者同各家庭への訪帆
自治会・町会等を通じた募金用封筒

の回覧などが行われます。社会福祉
協議会の窓口でも受け付けています。

砂 「見舞金j は募金年度内の12月～ 1 月
に配分されます。「地域福祉活動費J
は翌年度 4 月に配分され、 1 年間の

取組みに活用されます。

共同募金運動の一環である「歳末たすけあい運動j への寄附には、税制上の優遇措置があります。
税制上の優遇措置を受けることを希望される場合は、地域の社会福祉協議会にご連絡ください。

税制上の優遇措置の内容 ※詳しくは東京都共同募金会までお問合せください。

〔個人の場合〕 | 所得税の寄附金控除、寄附金税額控除および住民税の寄附金税額控除の対象になります。
. 0所得税に係わる寄附金控除額（下記①、②の何れか）

〔法人の場合〕

（お問合せ〉

①所得控除寄附金額（年間所得の40%を限度とする額）－2千円

②税額控除 （寄附金額一2干円）×40%＝所得税額からの控除額（所得税額の25%が限度）
※「所得控除j とは、寄附者のその年分（1 月～12月）の課税対象となる所得から、該当される額が控除されることをいい、
「税額控除j とは、納付すべき税の額か5該当する金額が控除されることをいいます。

0住民税に係わる寄附盆税額控隠額
［寄附金額（年間所得の30%を限度とする額）－2千円］× 10%

株式会社などの法人の寄附は、法人税の算出にあたり寄附額を「全額損金j とすることができます。

社会福植法人東京都社会福槌協議会
干 162-8953 新宿区神楽河岸1 ・1

祉会福祖法人江戸川区祉会福祖協議会 TEL 03-3268-7186 

干132・0031 江戸川区松島1-38-1 グリーンパレス1F

TEL 03-5662・5557

社会福祉法人東京都共同募金会
干 169-0072 新宿区大久保3・10-1 東京都大久保分庁舎201

TEL 03 ・5292・3181


